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トッパンホールは高度な空調管理システムを有し適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

トッパンホールWEBチケット www.toppanhall.com

会員優待割引およびセット券は、｢トッパンホールWEBチケット｣｢トッパンホールチケットセンター｣でお申し込み頂けます。

※本公演は新型コロナウイルス感染予防策として、定員を制限して販売・開催する可能性がございます。

＊U-25券（席の限定有）は、トッパンホールチケットセンターで販売いたします。

ペヌティエがこれまで傾倒してきた作品との対話で
あり、作曲家への無私の愛の告白であった（モーツァ
ルトが抜けている気がするが…）。
　それぞれ35～40分ずつ3部で構成されたプログラム
は、とても80歳の大家のものとは思われない。コロナ
禍の空白の時間を埋めんとするペヌティエの強い
意志が滲み出ていると思うが、いかがであろう。

　演奏という行為が、ともすれば芸術性よりも
スター性や商品価値に重きが置かれるようになり
がちな現代にあって、「音楽とは何なのか」、
「音楽で何ができるのか」を誰よりも強く感じ、
考え、伝えたいと願っているジャン =クロード・
ペヌティエ。未曽有のコロナ禍を経てその演奏を
耳にする価値はますます高まっている。この貴重な
機会を逃してはならない。

プログラミング・ディレクター　西巻正史

　2014年以来継続的に招聘しているフランスの
“知られざる巨匠”ジャン=クロード・ペヌティエ。
コロナ禍で、体調不良で、何度も公演中止を余儀なく
されながらも、マエストロのトッパンホールの聴衆
の前で弾きたいという強い想いは失せるどころか
ますます強まっている。その間、2022年には傘寿を
迎え、ラ・ロック=ダンテロン音楽祭やパリで、彼の
80歳（同時にデビュー70周年）を祝う公演が企画・
開催された。シャンゼリゼ劇場での公演は、ペヌ
ティエ自身がコロナを発症し一度は延期になったが、
12月9日に無事開催された。そのプログラムがまたまた
凄い。ペヌティエがこれまで傾倒してきた作曲家への
熱い想いと聴衆への真摯なメッセージがぎっしりと
籠められている。
　今回のプログラムも、パリでの記念演奏会がベース
となり同じ作曲家が並ぶ。ショパン、シューベルト、
シューマン、オアナ、シェーンベルク、ドビュッシー、
フォーレ、ハイドン、ベートーヴェンだ。それはまさに


